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1 ．はじめに
「AI」「GIGA スクール」「シンギュラリティ」「教

育 DX」「アバター」「ChatGPT」等といったコトバ
を日常的に耳にするようになった．実際，内閣府に
よると，狩猟社会（Society 1.0），農耕社会（Society 
2.0），工業社会（Society 3.0），情報社会（Society 4.0）
に続く新たな社会として「超スマート社会（Society 
5.0）」の構想が提唱されている．また，この種の動
きがコロナ禍で一層加速したのも明らかである．そ
うなると，“ からだ ” も，“ 心 ” も AI が管理してく
れる．なのに，なぜ「学校」なのだろうか．「体育」
なのだろうか．

いうまでもなく，われわれは遊んでいるときも，
仕事をしているときも，学んでいるときも，生活を
しているときも “ からだ ” を使っている．子どもた
ちの学校生活も同じである．そのため，学校におけ
るすべての教育活動は，その根底にある “ からだと
心”の状況が考慮され，展開されている．このことは，
小学校と大学とでは 1 クラスの人数が異なることや
1 コマの授業時間が異なることがその証左といえる．

ところが日本では，長年に亘って「すぐ疲れたと
いう」「背中ぐにゃ」「保育・授業中，じっとしてい
ない」「朝，起きられない」「夜眠れない」等といっ
た子どもの存在が実感され続けている．また，その
ような実感に導かれてわれわれが手がけてきた前頭
葉機能，自律神経機能，睡眠・覚醒機能に関する事
実（実態）調査では，幼稚で落ち着きがない「不活
発型」が，特に男子で増加している様子，“ よい子 ”
とみられがちな「抑制型」が一定数ずつ存在する様
子，交感神経が優位（過緊張状態）な様子，睡眠時

間が短く，睡眠問題を抱え，睡眠・覚醒リズムが乱
れている様子等といった神経系の発達不全と不調を
確認してきた．

2 ．コロナ禍の中で子どもが教えてくれたこと
このような中，コロナ禍が世界を震撼させたのは

2019 年末のことであった．その影響は，すぐに日
本の子どもたちにも及ぶこととなった．この間，子
どもたちはマスク，手洗い，うがい，体温測定，黙
食等といった日常を送ることとなった．そればかり
か，臨時休校も余儀なくされた．このような事態に
直面して，子どものからだと心・連絡会議と日本体
育大学体育研究所子どものからだプロジェクト（現
在は「日本体育大学子どものからだ研究所」）が実施
した緊急調査によると，コロナ休校中の子どもたち
が「（思うように）外に出られないこと」「友だちに
会えないこと」に困っていた様子が示された．

考えてみれば，ヒトは動物である．動物は “ 動く
物 ” と書くように，元来，動かなければヒトにも人
間にもなれない．実際，私たち人類が森から草原に
飛び出し，外界の敵から身を守りながら獲物を探し
ていた時代は，1 日に 10 〜 15km も移動していたと
いう．また，ヒトは人間でもある．人間は “ 人の間 ”
と書くように，一人で進化してきたわけではない．
家族や仲間と協力，共存しながら進化してきた．こ
のように考えると，私たち人類は「動いてヒトにな
り，群れて人間になる」といえよう．そしてそのこ
とは，Society 5.0 時代が到来しても，異常気象によ
り外遊びや屋外活動が制限されても同じである．む
しろ，そのような社会になればなるほど，「動くこと」
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「群れること」は制限してしまう恐れがあるのだか
ら，そのことの重要性をこれまで以上に強く自覚し
ておく必要があるように思う．

3 ．「学校の園化／教育の遊び化」を！
ただ，社会変革が子どもの「学び」を変化させる

ことは想像に難くない．その点においては，「GIGA
スクール」構想が叫ばれるのもある程度理解できる．
ただ，子どもたちはそのような「学び」をどの程度
望んでいるのだろうか．

前述の緊急調査の自由記述欄では，「学校があれ
ば楽しく勉強できるのに，一人ではやる気がでない」

（小学 5 年生，男子）や「1 人で勉強したら自分の意
見と正解しか分からないから，たとえ会えなくても
友だちの意見を聞きたい」（小学 6 年生，男子）等と
いった記述を確認することができる．これらの叫び
は，教室での学びが “ 教師−子ども ” といった「縦
の関係」だけではなかったことを改めて教えてくれ
ている．そこには，子ども同士の「横の関係」があっ
たこと，時には「斜めの関係」もあったことを物語っ
ている．まさしく “education” である．

そもそも，educationの語源はラテン語の“educere”
にあるといわれてきた．“educere” の「e」は外へ，

「ducere」は引き出すという意味である．すなわち，
education とはそれぞれの子どもたちが持っている
能力を外へ引き出すことを意味する．子どもたちの
能力をどう引き出すかを考えれば，勉強を詰め込む
ことにはならないはずである．また最近では，その
語源は “educatio” にあったのではないかともいわれ
ている．ただ，そうだとしても大きくは変わらない．
“educatio”（名詞）の動詞形は “educare” で，「育てる」
という意味である．やはり，「教える」ということ
にはならない．つまり，教え込みがちな「縦の関係」
の学びではなく，「横の関係」や「斜めの関係」の
学びにこそ，education の本質があったといえるの
である．

日本では，幼小連携が叫ばれる中でいわゆる「10
の姿」が示されている．そこには，「健康な心と体」

「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社
会生活との関わり」「思考力の芽生え」「自然との関
わり・生命尊重」「数量や図形，標識や文字などへ
の関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性
と表現」の 10 項目に亘って，幼児期の終わりまで
に育って欲しい姿が示されている．もちろん，これ
らは到達目標ではないともいわれている．ただ，学
級崩壊や小 1 プロブレム等が問題視される中で示さ
れたことを勘案すると，このような動きは「園の学

校化／遊びの教育化」と解することができよう．
ただ，学齢期以降の日本の子どもたちの現状を見

渡すと，そこには前述のような神経系の発達不全と
不調の問題がある．それだけでなく，「視力」「ネッ
ト依存」「オーバードーズ」「エナジードリンク」等々
に加えて，「いじめ」「不登校」「暴力」「自殺」といっ
た問題も横たわっている．このうち，不登校はどの
クラスにも小学校 0.75 人ずつ，中学校 2.68 人ずつ
いる計算になる．しかも，この数に保健室登校の子
どもやフリースクールに通っている子どもは含まれ
ていない．また，自殺（5 〜 19 歳）については 2023
年度の 1 年間で 733 人である．残念ながら，日本も
1 年は 365 日しかない．つまり，毎日 2.12 人ずつの
子どもたちが自らの命を絶っていることになる．今
日だけでない．一昨日も，昨日も，明日も，明後日も，
毎日である．これが学齢期以降の日本の現状である．
だとすると，新時代の学校，体育として，子どもの
“ からだと心 ” が求めているのは「園の学校化／遊
びの教育化」ではなく，「学校の園化／教育の遊び化」
といえないだろうか．

繰り返しになるが，子どもの “ からだと心 ” は「動
くこと」「群れること」を求めている．その点，「遊び」
や「体育」にはそれらが必然的に内包されている．
そして，それを保障してくれているのが園や学校と
いえるのである．このように考えると，Society 5.0
時代が到来しても，決して「学校」や「体育」はな
くならないし，なくしてはいけないのである．

4 ．「園や小学校のグラウンドの森化」を！
とはいえ，近年の夏の暑さは異常である．そのた

め，子どもたちの「遊び」や「体育」が制限されて
いる状況もある．無論，子どもたちの“いのちと健康”
を守るためにこのような対応が必要であることは誰
の目にも明らかである．ただ，その場しのぎともい
えるこのような対応のみでは十分とはいえないこと
も事実である．なぜならば，子どもの “ いま ” はい
ましかないからである．しかも，この気候変動問題
は 1 年，2 年で解決できるような問題でもない．少
なくとも，この先数十年間は向き合わなければなら
ない課題である．だとすれば，このような短期的な
対応とともに，中長期的な対応も考えなければなら
ない．

このようなことから，「日本中の園や小学校の庭
を “ 森 ” にしてはどうだろうか」とも思う．森にな
れば木陰ができる．木陰になれば涼がとれる．涼が
とれれば外遊びや屋外活動を禁止したり，制限した
りしないで済む．そればかりか，まちの緑化は温暖
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化対策に貢献することにもなる．また，目の前に森
が広がれば「外に出て遊びましょう」といった声を
かけなくても，子どもたちは外に飛び出していくだ
ろう．おまけに，日中の太陽光が生活リズムの乱れ
や視力低下，精神疾患等々の現代的健康課題の解決
につながることは多くの先行研究がそれを証明して
くれている．一石二鳥どころではない．

夢のような話と笑われてしまうのかもしれない．
ただ，冗談ではない．子どもたちの “ いま ” を確実
に保障するためには，これくらい柔軟な思考と発想
の転換，さらには大胆な行動が求められているとも
思うのである．

5 ．おわりに
本講演が行われた 2024 年は，第一次世界大戦で

多くの子どもたちのいのちが奪われた反省から「子
どもの権利宣言（ジュネーブ宣言）」が採択されて
100 年，この宣言を「子どもの権利条約」に発展さ
せて 35 年，それを日本が批准して 30 年の節目の年
に当たる．そればかりか，3 月 25 日には毎年 6 月
11 日を「国際遊びの日」にすることが国連総会の全
会一致で採択されてもいる．そういう意味でも，本
講演が契機となって「子どものための学校，子ども
のための体育」の機運が盛り上がることも期待した
い．

この特別寄稿は，2024 年 12 月に開催されました
令和 6 年度北陸スポーツ・体育学会大会の公開セミ
ナー（富山県教育委員会との共催）の一つとして企
画されました特別講演の内容をもとに，野井先生ご
本人にご執筆いただいたものです。




